
二
〇
二
三
年
七
月
二
一
日
～
八
月
二
六
日

平
和
な
空
を
願
っ
て

戦
争
が
生
ん
だ

天
才
飛
行
機
技
師
た
ち

ワ
レ
開
発
ニ
成
功
セ
リ

戸山図書館平和事業（ライト兄弟飛行120周年記念）
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一
九
〇
三
年
に
ラ
イ
ト
兄
弟
が
開
発
し
た
ラ

イ
ト
フ
ラ
イ
ヤ
ー
号
は
「
継
続
的
に
操
縦
を

行
っ
た
、
空
気
よ
り
重
い
物
体
で
の
最
初
の
動

力
飛
行
」
を
成
功
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
飛
行
機
は
発
展
を
続
け
、
第
一
次

世
界
大
戦
で
は
偵
察
機
に
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、

や
が
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
同
士
の
ピ
ス
ト
ル
で
の
撃

ち
合
い
か
ら
機
関
銃
を
装
備
し
た
戦
闘
機
や
爆

撃
機
の
誕
生
と
急
激
に
進
化
を
遂
げ
た
。
第
二

次
世
界
大
戦
以
降
の
飛
行
機
は
戦
闘
の
主
役
と

な
り
、
日
本
で
は
堀
越
二
郎
が
設
計
し
た
零
式

艦
上
戦
闘
機
が
ゼ
ロ
フ
ァ
イ
タ
ー
の
呼
び
名
で

世
界
中
に
知
れ
渡
っ
た
。

飛
行
機
は
現
在
も
世
界
各
地
で
起
こ
る
紛
争

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
戸
山
図
書
館
は
早
期
に

世
界
が
平
和
な
空
に
包
ま
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
、

本
展
示
を
実
施
す
る
。

目次

⚫

ラ
イ
ト
兄
弟…

…
…

…
…

…
…

…
…

3

⚫

ア
ン
ト
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・
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ー…
…

…

７

⚫

戦
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機
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誕
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…
…

…
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⚫
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…

…
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…
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⚫

二
宮
忠
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…

…
…

…
…

…
…

…
…
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ラ
イ
ト
兄
弟

兄

ウ
ィ
ル
バ
ー
・
ラ
イ
ト

一
八
六
七
年
～
一
九
一
二
年

弟

オ
ー
ヴ
ィ
ル
・
ラ
イ
ト

一
八
七
一
年
～
一
九
四
八
年

※

２

ラ
イ
ト
兄
弟
こ
と
、
ラ
イ
ト
家
の
三
男
ウ
ィ
ル

バ
ー
と
四
男
オ
ー
ヴ
ィ
ル
は
一
九
世
紀
後
半
、
日
本

で
い
う
明
治
時
代
の
初
期
に
ア
メ
リ
カ
北
東
部
の
地

方
都
市
、
オ
ハ
イ
オ
州
デ
イ
ト
ン
で
育
っ
た
。

ラ
イ
ト
家
は
、
牧
師
で
あ
る
父
の
蔵
書
に
囲
ま
れ

て
育
ち
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
は
歴
史
書
を
、
オ
ー
ヴ
ィ
ル

は
小
説
（
ホ
ー
ソ
ン
『
七
破
風
の
屋
敷
』
な
ど
）
を

好
ん
だ
と
い
う
。
ウ
ィ
ル
バ
ー
は
物
静
か
な
理
論
家

タ
イ
プ
、
オ
ー
ヴ
ィ
ル
は
活
発
な
実
業
家
タ
イ
プ
と

好
対
照
な
性
格
だ
っ
た
が
兄
弟
仲
は
非
常
に
よ
か
っ

た
。

※
１

幼
い
頃
か
ら
明
晰
な
頭
脳
を
持
っ
て
い
た
ウ
ィ
ル

バ
ー
は
学
業
も
ス
ポ
ー
ツ
も
優
秀
な
青
年
に
育
っ
た
が
、

大
怪
我
に
よ
り
大
学
進
学
を
諦
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
数
年
間
母
の
看
護
を
し
て
過
ご
し
、
家
の
蔵

書
を
貪
る
よ
う
に
読
ん
だ
と
い
う
。

一
方
、
オ
ー
ヴ
ィ
ル
は
高
校
在
学
中
に
印
刷
機
を
自

分
で
設
計
し
て
製
作
し
、
印
刷
・
新
聞
業
を
始
め
た
。

文
章
も
機
械
い
じ
り
も
得
意
だ
っ
た
ウ
ィ
ル
バ
ー
も
新

聞
業
を
手
伝
い
、
事
業
は
成
功
し
、
当
時
最
先
端
の
乗

り
物
だ
っ
た
自
転
車
を
事
業
に
加
え
た
。

多
忙
を
極
め
て
い
た
一
八
九
九
年
の
五
月
、
ウ
ィ
ル

バ
ー
は
便
箋
二
枚
に
も
満
た
な
い
、
し
か
し
彼
の
生
涯

の
み
な
ら
ず
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
手
紙

を
書
い
て
い
た
。
米
国
の
学
術
機
関
・
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

協
会
に
宛
て
た
そ
の
手
紙
は
、
簡
潔
に
「
有
人
飛
行
が

決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
」
、
「
生
業
以
外
の
時
間
の

全
て
を
捧
げ
る
覚
悟
で
あ
る
」
こ
と
を
記
し
、
同
協
会

の
航
空
学
に
関
す
る
刊
行
物
と
、
関
連
著
作
物
の
リ
ス

ト
の
送
付
を
求
め
る
も
の
で
、
協
会
は
市
井
の
技
術
者

に
過
ぎ
な
い
ウ
ィ
ル
バ
ー
に
気
前
よ
く
そ
れ
ら
を
送
っ

て
く
れ
た
。



44

か
く
し
て
「
人
類
初
の
有
人
動
力
付
き
飛
行
機
の

発
明
と
飛
行
」
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。

彼
ら
は
、
そ
れ
か
ら
僅
か
四
年
後
に
初
飛
行
を
達

成
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
一
一
年
後
に
、
第
一
次
世
界

大
戦
が
勃
発
す
る
。
そ
の
「
戦
場
を
変
え
た
も
の
」

の
一
つ
と
し
て
戦
車
、
毒
ガ
ス
と
並
び
飛
行
機
が
挙

げ
ら
れ
た
。

オ
ー
ヴ
ィ
ル
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
で
生
き
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
飛
行
機
の
発
明
を
火
の
発
見
に
た

と
え
て
い
る
。

⚫

飛
行
機
と
は
ま
さ
し
く
火
の
よ
う
な
も
の
な
の

だ
ろ
う
。
火
が
も
た
ら
し
た
恐
ろ
し
い
破
壊
は
こ

と
ご
と
く
恨
む
が
、
人
類
に
と
っ
て
火
を
使
う
こ

と
を
見
出
し
た
の
は
誠
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
発
見
を
通
じ
て
わ
れ
わ
れ
は
何
千
、
何

万
と
い
う
火
の
重
要
な
使
い
道
を
学
ん
だ
。※
１

オ
ー
ヴ
ィ
ル
は
、
戦
争
に
お
け
る
飛
行
機
が
も
た

ら
し
た
被
害
を
嘆
き
つ
つ
も
、
飛
行
機
の
発
明
を
悔

や
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。

※3 初飛行の様子。
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ラ
イ
ト
兄
弟
の
開
発
し
た
飛
行
機

後
に
フ
ラ
イ
ヤ
ー
号
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
１
と

呼
ば
れ
る
機
体
。
翼
幅
四
〇
フ
ィ
ー
ト
（
約

一
二
．
三
メ
ー
ト
ル
）
の
複
葉
機
で
、
自
製

の
一
二
馬
力
エ
ン
ジ
ン
一
基
を
動
力
に
、
二

枚
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
互
い
に
逆
回
転
す
る
よ
う

に
し
て
駆
動
さ
せ
た
。

低
出
力
を
補
う
た
め
、
離
陸
に
は
発
射
装

置
と
滑
走
用
の
レ
ー
ル
が
必
要
だ
っ
た
。

一
九
〇
三
年
一
二
月
一
七
日
、
厳
寒
・
強

風
の
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ク
で
飛
ん
だ
一
二
〇
フ
ィ
ー
ト
（
約
三
六
．

六
メ
ー
ト
ル
）
・
約
一
二
秒
が
、
人
類
に

と
っ
て
初
め
て
の
有
人
動
力
飛
行
と
な
っ
た
。

こ
の
日
の
最
長
飛
行
は
、
八
五
二
フ
ィ
ー
ト

（
約
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
・
五
九
秒
。

※4 『1903年ライトフライヤー号』

5
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S
m
i
t
h
s
o
n
i
a
n

O
p
e
n
 
A
c
c
e
s
s

（
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
）

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
は
、
ア
メ
リ
カ
を
代

表
す
る
博
物
館
で
あ
り
、
科
学
や
産
業
、
技
術
、

芸
術
、
自
然
史
な
ど
一
九
の
博
物
館
、
教
育
研

究
機
関
の
集
合
体
と
し
て
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
学

術
協
会
が
運
営
し
て
い
る
。

そ
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
学
術
協
会
が
二
八
〇
万

点
を
超
え
る
歴
史
的
価
値
の
高
い
写
真
を
無
料

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
閲
覧
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

を
公
開
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
で
、
商

用
利
用
も
可
能
で
あ
る
。
国
立
航
空
宇
宙
博
物

館
が
公
開
し
て
い
る

モ
デ
ル
の
ラ
イ
ト
フ
ラ

イ
ヤ
ー
号
や
、
ラ
イ
ト
兄
弟
に
関
す
る
展
示
品

の
写
真
、
兄
弟
が
撮
影
し
た
写
真
等
閲
覧
が
可

能
で
あ
る
。

参
考
文
献

⚫

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
マ
カ
ル
ー
著
／
秋
山
勝
訳
『
ラ
イ
ト
兄
弟
』
草
思
社
、
二
〇
一
七
年
。

⚫

佐
々
木
マ
キ
著
『
飛
び
た
か
っ
た
人
た
ち
』
福
音
館
書
店
、
一
九
九
四
年
。

引
用

※

１
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
マ
カ
ル
ー
著
／
秋
山
勝
訳
『
ラ
イ
ト
兄
弟
』
草
思
社
、
二
〇
一
七

年
、
三
六
四
ペ
ー
ジ
。

画
像
出
典

※

１
「
ウ
ィ
ル
バ
ー
・
ラ
イ
ト
、
三
八
歳
、
頭
と
肩
」
一
九
〇
五
年
、 

米
国
議
会
図

書
館
（h

t
t
p
s
:/
/
ww
w
.l
oc
.
g
ov
/
it
e
m/
2
00
1
69
6
61
3
/

）
二
〇
二
三
年
六
月
二
二

日
参
照
。

※

２
「
オ
ー
ヴ
ィ
ル
・
ラ
イ
ト
、
三
四
歳
、
頭
と
肩
、
口
ひ
げ
」
一
九
〇
五
年
、
米
国

議
会
図
書
館
（h

t
t
p
s
:/
/w
w
w
.l
o
c.
g
ov
/
it
e
m/
2
00
1
69
66
0
9
/

）
二
〇
二
三
年
六

月
二
二
日
参
照
。

※

３
中
正
夫
著
『
航
空
の
驚
異
』
偕
成
社
、
一
九
四
一
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（h

t
t
p
s
:
/
/d

l
.n

d
l.

g
o.

j
p/

p
id

/
10

59
3
6
3

）
二
〇
二
三
年
六

月
二
一
日
参
照
。
編
集
し
て
掲
載
。

※

４
国
立
航
空
宇
宙
博
物
館
『1

9
0
3 

W
ri

g
ht

 
Fl

y
er

』
（h

t
tp
s
:
//
a
ir
a
nd
s
pa
c
e.
s
i.

e
d
u
/c
o
ll
e
ct
i
on

-
ob
j
ec
t
s/
19
0
3
-w
r
ig
h
t-

f
ly
e
r/
n
as
m
_A
19
6
1
00
4
80
0
0

）

二
〇
二
三
年
六
月
二
二
日
参
照
。

3D

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
（h

t
t
p
s
:
//
w

w
w
.
si
.
ed
u
/o
p
en
a
cc
e
ss

）
二
〇
二
三
年
六
月
一
六
日
参

照
。
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第
一
次
世
界
大
戦
で
活
躍
し
た
ド
イ
ツ
の

戦
闘
機
「
フ
ォ
ッ
カ
ー
Ｅ

」
「
フ
ォ
ッ

カ
ー
Ｄ
ｒ
．

」
を
製
作
し
た
フ
ォ
ッ
カ
ー
社
。

こ
の
フ
ォ
ッ
カ
ー
社
を
設
立
し
た
オ
ラ
ン
ダ

人
ア
ン
ト
ニ
ー
・
フ
ォ
ッ
カ
ー
は
戦
闘
機
を

大
き
く
発
展
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
。

フ
ォ
ッ
カ
ー
は
一
九
〇
八
年
八
月
、
一
八

歳
の
時
に
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
、
ラ
イ
ト
兄
弟

の
公
開
飛
行
を
見
学
し
て
感
動
を
覚
え
た
。

が
、
同
時
に
安
定
性
に
欠
け
て
い
る
と
も
感

じ
、
帰
国
後
、
飛
行
機
設
計
に
没
頭
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
二
〇
歳
で
自
作
飛
行
機
「
ス

パ
イ
ダ
ー
」
を
製
作
、
初
飛
行
で
三
五
メ
ー

ト
ル
の
高
度
ま
で
上
昇
し
た
後
、
無
事
着
陸

に
も
成
功
し
た
。

そ
の
後
も
飛
行
機
開
発
を
続
け
、
製
作
し

た
飛
行
機
は
ド
イ
ツ
陸
軍
に
納
入
さ
れ
た
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
の
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
飛
行

学
校
の
教
官
に
も
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

Ⅰ

Ⅰ

ア
ン
ト
ニ
ー
・
フ
ォ
ッ
カ
ー

一
八
九
〇
年
～
一
九
三
九
年

フ
ォ
ッ
カ
ー
は
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
り
な
が
ら
、

ド
イ
ツ
の
航
空
界
で
重
鎮
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
た
め
、
周
囲
か
ら
妬
ま
れ
る
こ
と
も
多
く
、

妨
害
や
差
別
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
ド

イ
ツ
の
エ
ー
ス
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら
高
い
評
価
を

得
た
フ
ォ
ッ
カ
ー
Ｄ

、
Ｄ
ｒ
．

な
ど
を
完

成
さ
せ
、
戦
果
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
次
世
界

大
戦
後
に
連
合
国
と
ド
イ
ツ
が
結
ん
だ
休
戦
条

約
に
残
存
す
る
フ
ォ
ッ
カ
ー
Ｄ

の
す
べ
て
を

連
合
国
側
に
引
き
渡
す
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
彼
の
開
発
し
た
戦
闘
機
の
性
能

の
高
さ
が
分
か
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
中
、
ド
イ
ツ
に
多
大
な
貢

献
を
す
る
も
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
理
由
に
差
別
を

受
け
続
け
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
資
金
提
供
を
し
な

け
れ
ば
射
殺
を
す
る
と
脅
さ
れ
た
フ
ォ
ッ
カ
ー

は
ド
イ
ツ
脱
出
を
決
意
し
、
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
国

し
た
。

帰
国
後
、
戦
時
中
に
構
想
し
て
い
た
旅
客
機

の
開
発
に
乗
り
出
し
、
オ
ラ
ン
ダ
に
フ
ォ
ッ

カ
ー
社
を
設
立
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
旅

Ⅶ

Ⅰ
Ⅶ
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客
機
を
売
り
込
ん
だ
が
、
戦
時
中
に
連
合
国
を

苦
し
め
た
戦
闘
機
を
開
発
し
た
人
物
と
し
て
、

嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
に

活
動
の
拠
点
を
移
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
、
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
エ
ア
ク
ラ
フ
ト
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
（A.A.C

.A

）

を
設
立
し
、
同
時
に
市
民
権
を
得
た
。

参
考

⚫

木
俣
滋
郎
著
『
大
図
鑑

空
中
戦
兵
器
発
達
史
』
グ
リ
ー
ン
ア
ロ
ー
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、
八
〜
二
九
ペ
ー
ジ
。

⚫

鈴
木
五
郎
著
『
航
空
の
時
代
を
拓
い
た
男
た
ち
』
（
交
通
ブ
ッ
ク
ス
三
〇
九
）

交
通
研
究
協
会
、
二
〇
一
四
年
、
二
八
〜
五
二
ペ
ー
ジ
。

⚫

白
石
光
著
『
図
説
で
わ
か
る
！

戦
闘
機
の
す
べ
て
』
学
研
プ
ラ
ス
、
二
〇
一

九
年
、
四
二
〜
四
七
ペ
ー
ジ
。

画
像
出
典

※

１
三
省
堂
百
科
辞
書
編
輯
部

編
『
図
解
現
代
百
科
辞
典
』
第
五
巻
、
三
省
堂
、

昭
和
八
、 
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（

ht
tps

://dl.nd
l.go

.jp/
pid/

1869821

）
二
〇
二
三
年
六
月
二
十
一
日
参
照
。
編
集
し
て
掲

載
。

フ
ォ
ッ
カ
ー
「
Ｆ

」

や
「
Ｆ

ｂ
／
３
ｍ
」
な

ど
の
旅
客
機
を
次
々
と
世

に
送
り
出
し
た
。
特
に
Ｆ

ｂ
／
３
ｍ
は
北
極
点
飛

行
を
成
功
さ
せ
、
旅
客
機

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
地
位

を
高
め
た
。

一
九
三
九
年
、
フ
ォ
ッ

カ
ー
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

地
で
亡
く
な
る
。
五
〇
歳

だ
っ
た
。 Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

※１ フォッカーＥⅦb/3ｍか。
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戦
争
か
ら
約
一
ヶ
月
ほ
ど
経
っ
た
一
九
一
四

年
八
月
に
二
名
の
イ
ギ
リ
ス
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
、

独
断
で
飛
行
機
に
機
関
銃
を
持
ち
込
み
、
射
撃

を
お
こ
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
軍
は
こ
れ
を
採
用

し
、
軍
機
の
す
べ
て
に
機
関
銃
を
搭
載
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
弾
丸
が
プ
ロ
ペ
ラ
に
当
た
ら
な

い
よ
う
主
翼
の
上
部
に
設
置
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

は
立
ち
上
が
っ
て
射
撃
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
二
人
乗
り

の
場
合
、
操
縦
士
と
射

撃
士
の
意
思
疎
通
の
問

題
（
当
時
無
線
技
術
は
な
か
っ

た
）

や
、
機
関
銃
を
機
首

に
設
置
し
た
場
合
、
発

射
し
た
弾
丸
が
自
機
の

プ
ロ
ペ
ラ
に
当
た
り
傷

つ
け
る
問
題
も
あ
り
、

更
な
る
開
発
が
進
め
ら

れ
た
。

一
九
一
四
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
。

参
戦
国
が
飛
行
機
を
投
入
す
る
も
、
航
空
技

術
は
未
熟
で
、
各
国
と
も
初
期
は
七
〇
〜
八

〇
馬
力
の
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
一
二
〇
〜
一

五
〇
キ
ロ
程
度
の
低
速
だ
っ
た
。

飛
行
機
の
主
な
任
務
は
偵
察
・
索
敵
、
砲

兵
隊
の
着
弾
観
測
で
、
各
国
の
飛
行
機
が
す

れ
違
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
争
う
こ
と
な
く

互
い
に
手
を
振
っ
て
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
た
。

し
か
し
、
飛
行
機
に
よ
る
空
か
ら
の
偵
察

が
戦
況
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
敵
対

国
の
妨
害
を
す
る
べ
く
レ
ン
ガ
を
投
げ
合
う

よ
う
に
な
っ
た
（
レ
ン
ガ
で
墜
落
し
た
例
は
な
い
）

。

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
地
上
か
ら
飛
行
機
を
妨

害
す
る
べ
く
空
高
く
め
が
け
て
発
射
す
る
高

射
砲
が
開
発
さ
れ
た
。
や
が
て
、
各
国
と
も

ピ
ス
ト
ル
や
散
弾
銃
を
携
帯
す
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
現
れ
た
が
、
激
し
く
揺
れ
る
飛
行
機
の

上
で
正
確
な
狙
い
を
定
め
る
こ
と
は
難
し
く
、

戦
果
は
挙
が
ら
な
か
っ
た
。

戦
闘
機
の
誕
生

機
関
銃
を
搭
載
し
た
戦
闘
機
。

操
縦
士
と
射
手
の
二
人
乗
り
。

※

１
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始
め
に
フ
ラ
ン
ス
の
技
師
ユ
ー
ジ
ン
・
ジ

ル
ベ
ー
ル
が
操
縦
席
か
ら
前
方
へ
機
関
銃
を

発
射
し
て
も
プ
ロ
ペ
ラ
を
傷
つ
け
な
い
「
跳

弾
板
（
弾
丸
跳
ね
飛
ば
し
機
）

」
を
開
発
し
た
。

プ
ロ
ペ
ラ
の
弾
丸
が
あ
た
る
部
分
に
斜
め
の

角
度
を
つ
け
た
鉄
板
を
付
け
て
弾
丸
を
弾
き

飛
ば
す
設
計
だ
っ
た
。
し
か
し
、
自
機
の
プ

ロ
ペ
ラ
の
故
障
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
り
、

不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
当
時
こ
の
新
兵
器
は
敵
機
に

猛
威
を
揮
い
、
一
九
一
五
年
四
月
に
跳
弾
機

を
搭
載
し
た
モ
ラ
ン
・
ソ
ル
ニ
エ
Ｎ
は
大
き

な
戦
果
を
挙
げ
た
。
急
激
に
被
害
の
増
え
た

ド
イ
ツ
軍
は
事
態
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
。

モ
ラ
ン
・
ソ
ル
ニ
エ
Ｎ
が
ド
イ
ツ
軍
を
低

空
で
爆
撃
し
た
際
に
反
撃
を
受
け
た
。
敵
地

に
不
時
着
し
た
モ
ラ
ン
・
ソ
ル
ニ
エ
Ｎ
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
は
、
機
体
を
す
ぐ
に
焼
き
、
技
術

の
隠
蔽
を
図
っ
た
が
、
機
体
は
半
分
し
か
焼

け
ず
、
ド
イ
ツ
軍
は
同
機
を
徹
底
的
に
調
査

す
る
機
会
を
得
た
。

調
査
を
行
っ
た
ド
イ
ツ
の
技
術
陣
に

フ
ォ
ッ
カ
ー
が
い
た
。
彼
は
、
プ
ロ
ペ
ラ
の

間
か
ら
弾
丸
を
発
射
す
る
「
同
調
装
置
」
を

開
発
。
調
査
か
ら
た
っ
た
の
二
日
で
発
明
し

た
と
さ
れ
る
。
命
中
精
度
の
高
さ
か
ら
ド
イ

ツ
の
幕
僚
た
ち
が
手
品
か
と
疑
い
を
持
つ
ほ

ど
だ
っ
た
。

こ
の
疑
念
を
晴
ら
す
べ
く
、
フ
ォ
ッ
カ
ー

は
同
調
装
置
を
搭
載
し
た
「
フ
ォ
ッ
カ
ー

Ｅ

」
に
搭
乗
し
、
実
証
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

フ
ォ
ッ
カ
ー
は
戦
場
の
上
空
を
飛
び
、
フ

ラ
ン
ス
軍
機
と
遭
遇
す
る
。
絶
好
の
機
会
に

敵
機
に
狙
い
を
定
め
て
引
き
金
に
指
を
か
け

た
。し

か
し
、
彼
は
撃
て
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン

ス
の
中
立
国
の
オ
ラ
ン
ダ
で
生
ま
れ
た

フ
ォ
ッ
カ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
憎
し
み

も
な
く
、
自
ら
開
発
し
た
装
置
の
効
果
を
実

証
す
る
た
め
だ
け
に
、
人
を
殺
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

Ⅰ
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そ
の
後
、
正
規
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ
っ
て
実

証
が
行
わ
れ
た
結
果
、
見
事
戦
果
を
挙
げ
、
同

調
装
置
は
正
式
に
採
用
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

こ
の
同
調
装
置
を
搭
載
し
た
フ
ォ
ッ
カ
ー
Ｅ

と
そ
の
改
良
型
フ
ォ
ッ
カ
ー
Ｅ

に
よ
っ
て

一
九
一
五
年
の
秋
か
ら
一
九
一
六
年
の
中
頃
ま

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
場
上
空
は
制
圧
さ
れ
、

「
フ
ォ
ッ
カ
ー
機
に
よ
る

災
難
（
フ
ォ
ッ
カ
ー
の
秣
（
ま
ぐ

さ
）

と
も
）

」
と
恐
れ
ら
れ

た
。こ

の
頃
、
空
中
戦
の
戦

術
も
編
み
出
さ
れ
た
。

フ
ォ
ッ
カ
ー
Ｅ

に
搭
乗

し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
マ
ッ

ク
ス
・
イ
ン
メ
ル
マ
ン
は

「
イ
ン
メ
ル
マ
ン
・
タ
ー

ン
」
と
呼
ば
れ
る
戦
法
で
、

後
方
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
際
、

右
へ
ひ
ね
り
つ
つ
宙
返
り

を
行
い
、
敵
機
の
後
ろ
に

Ⅰ

Ⅲ
Ⅰ

つ
い
て
反
撃
を
行
う
。
空
中
戦
の
基
本
的
な

戦
法
と
し
て
現
代
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
末
期
に
な
る
と
エ
ン
ジ

ン
は
一
八
〇
〜
二
二
〇
馬
力
と
二
〜
三
倍
に

上
が
り
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
金
属
で
覆
わ
れ

た
戦
闘
機
が
実
用
化
さ
れ
る
な
ど
開
戦
初
期

と
は
隔
絶
し
た
性
能
を
有
し
て
い
た
。
戦
い

が
進
む
に
つ
れ
、
飛
行
機
は
戦
争
に
必
要
不

可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時

に
人
々
か
ら
恐
れ
ら
れ
、
運
用
を
反
対
す
る

声
も
挙
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

ド
イ
ツ
の
エ
ー
ス
パ
イ
ロ
ッ

ト
リ
ヒ
ト
・
ホ
ー
フ
ェ
ン
と

そ
の
飛
行
機
（
フ
ォ
ッ
カ
ー

Ｅ

 

か
）
。 ※

２

Ⅲ
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参
考

⚫
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原
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史
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⚫
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光
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九
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四
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〜
四
七
・
一
五
二
〜
一
五
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ペ
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。

⚫
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図
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戦
兵
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発
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史
』
グ
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出
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一
九
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八
年
、
八
〜
二
九
ペ
ー
ジ
。

画
像
出
典

※

１
臨
時
軍
事
調
査
委
員
編
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欧
洲
戦
争
写
真
帖
』
川
流
堂
小
林
又
七
、
一
九
一
七
年
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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t
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.
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l
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o
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p
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i
d/

9
6
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6
2
3

）
二
〇
二
三
年
六
月
二
十
二
日
参
照
。
編
集
し
て
掲
載
。

※

２
中
正
夫
著
『
航
空
の
驚
異
』
偕
成
社
、
一
九
四
一
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（https
://dl.ndl.go.jp/pid/1059363

）
二
〇

二
三
年
六
月
二
十
二
日
参
照
。
編
集
し
て
掲
載
。

※

３
帝
国
軍
人
教
育
会
編
『
大
戦
争
写
真
帖
』
帝
国
軍
人
教
育
会
、
一
九
一
五
年
、
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（h
t
t
p
s
:
//
dl

.
n
dl

.
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.
jp

/
pi

d
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6
2
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） 

二
〇
二
三
年
六
月
二
十
二
日
参
照
。
編
集
し
て
掲
載
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
装
備

大
戦
初
期
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
専
用
の
服
装
は
な

く
、
騎
兵
な
ど
の
衣
服
を
流
用
し
た
格
好
を
し

て
い
た
。
さ
ら
に
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
は
吹
き
さ
ら

し
だ
っ
た
た
め
、
保
温
性
の
高
い
衣
服
を
身
に

ま
と
っ
た
。
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
背
負
う
よ
う
に

な
る
の
は
、
大
戦
中
盤
以
降
で
あ
る
。

イギリス軍の将校とその飛行機。一般の兵士が
制服を着たまま乗せられることもあった。※３
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一
九
〇
三
年
群
馬
県
に
生
ま
れ
る
。
一
九
二
一
年

航
空
機
体
学
に
興
味
を
持
っ
た
堀
越
は
、
当
時
小
規

模
だ
っ
た
東
京
大
学
航
空
学
科
に
入
学
す
る
。
入
学

の
翌
月
、
学
科
の
慣
習
で
茨
城
県
霞
ヶ
浦
航
空
隊
で

初
め
て
飛
行
機
に
乗
る
。
こ
の
体
験
は
予
告
も
説
明

も
無
し
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

の
経
験
か
ら
、
操
縦
者
の
こ
と
を
考
慮
し
た
設
計
を

強
く
心
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
二
七
年
、
後
の
三
菱
重
工
業
と
な
る
三
菱
内

燃
機
株
式
会
社
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
の
機
体
設
計

係
と
し
て
入
社
。
入
社
後
の
五
年
間
で
飛
行
機
内
部

の
性
能
や
強
度
の
計
算
な
ど
の
設
計
を
経
験
し
た
と

い
う
。
ド
イ
ツ
の
ユ
ン
カ
ー
ス
社
や
ア
メ
リ
カ
の

カ
ー
チ
ス
社
の
飛
行
機
工
場
を
視
察
し
、
機
体
技
術

の
研
究
を
行
っ
た
。

「
日
本
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
海
軍
軍
縮
条
約

で
、
戦
艦
な
ど
主
力
艦
の
配
備
割
合
を
英
米
の
六
割

に
抑
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」※

１

。
そ
こ
で
海
軍
は
、

航
空
機
開
発
に
力
を
入
れ
よ
う
と
考
え
、
昭
和
七
年

度
試
作
計
画
に
お
け
る
艦
上
戦
闘
機
「
七
試
艦
戦

（
七
試
艦
上
戦
闘
機
）
」
の
開
発
を
三
菱
と
中
島
飛

行
機
の
二
社
に
命
じ
た
。

設
計
主
任
に
抜
擢
さ
れ

た
若
き
堀
越
二
郎
は
開
発

に
邁
進
す
る
が
、
海
軍
か

ら
の
要
求
性
能
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
三
四
年
、
再
度
海
軍

か
ら
同
二
社
へ
「
九
試
単

戦

（

九

試

単

座

戦

闘

機
）
」
の
依
頼
が
あ
り
、

三
菱
は
そ
の
設
計
主
任
に

再
度
、
堀
越
二
郎
を
任
じ

る
。
「
七
試
艦
戦
」
の
失

敗
を
も
と
に
試
行
錯
誤
し
、

わ
ず
か
十
カ
月
で
試
作
一

号
機
が
完
成
し
た
。

引
用

※

１
『
零
戦
と
堀
越
二
郎
』
宝
島
社
、
二
〇
一
三
年
、
六
六
ペ
ー
ジ
。

画
像
出
典

⚫

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
「
三
菱A

6
M
5

零
戦5

2

型
」
（h

t
t
ps
:/
/
w
ww
.
si
.
ed

u
/
o
bj
e
ct
/
mi
t
su
b
is
h
i
-
a
6m
5-

r
e
is
e
n-

z
er
o
-f
i
gh
t
er

-
mo
de
l
-
52

-
ze
k
e:

n
a
s
m_
A
19
6
00
3
35
0
00

）
二
〇
二
三
年
六
月
二
二
日
参
照
。

参
考

⚫

『
零
戦
と
堀
越
二
郎
』
宝
島
社
、
二
〇
一
三
年
。

⚫

清
水
政
彦
著
『
零
式
艦
上
戦
闘
機
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
九
年
。

⚫

堀
越
二
郎
・
奥
宮
正
武
著
『
零
戦
』
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
、
一
九
九
七
年
。

「
三
菱A6M5

零
戦
52
型
」

堀
越
二
郎
（
一
九
〇
三
年
～
一
九
八
二
年
）
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一
一
型(

A
6
M
2
a
)

⚫

・
十
二
試
艦
上
戦
闘
機
の
制
式
機

⚫

・
零
式
艦
上
戦
闘
機
一
一
型(

一
号
一
型)

⚫

別
名…

「
ゼ
ロ
・
フ
ァ
イ
タ
ー(Ze

ro 
Fi
ght

er)

」

⚫

や
「
ジ
ー
ク(

Zee
k)

」
⚫

・
ゼ
ロ
戦
は
戦
後
の
愛
称

⚫

・
設
計
／
製
作…

三
菱
重
工

⚫

・
エ
ン
ジ
ン(

「
栄
」
一
二
型)

の
設
計
／
製
作
は

⚫

中
島
飛
行
機

⚫

・
二
十
ミ
リ
機
銃:

大
日
本
兵
器

⚫

（
後
期
に
は
着
艦
フ
ッ
ク
が
装
備
さ
れ
る
）

•

一
九
四
〇
年
の
初
陣
と
な
っ
た
中
国
大
陸
に
お

い
て
、
ご
く
少
数
機
で
倍
以
上
の
敵
機
を
撃
墜
し
、

成
功
を
収
め
る
。

二
一
型(

A
6
M
2
b
)

⚫

主
翼
端
は
折
り
畳
み
式
を
採
用
す
る
。
艦
上
戦

闘
機
だ
け
で
は
な
く
基
地
航
空
機
と
し
て
採
用
さ

れ
、
真
珠
湾
攻
撃
や
南
方
作
戦
に
参
戦
す
る
。
作

戦
が
成
功
し
た
こ
と
に
よ
り
栄
光
の
象
徴
と
な
る
。

日
本
軍
に
よ
る
快
進
撃
が
続
い
て
い
た
一
九
四

二
年
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
・
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
同
時
攻

略
作
戦
を
連
合
艦
隊
司
令
長
官
・
山
本
五
十
六
（
や

ま
も
と

い
そ
ろ
く
）

大
将
が
実
行
す
る
。
し
か
し
、

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
作
戦
で
は
わ
ず
か
一
日
で
海
軍
の

主
力
艦
で
あ
っ
た
大
型
空
母
四
隻
「
赤
城
・
加

賀
・
飛
龍
（
ひ
り
ゅ
う
）

・
蒼
龍
（
そ
う
り
ゅ
う
）

」
と
優

秀
な
搭
乗
員
を
失
い
、
日
本
は
大
敗
北
を
喫
す
る
。

そ
の
時
、
同
時
に
行
っ
て
い
た
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ

ン
作
戦
は
ほ
ぼ
成
功
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
一

方
で
ア
ク
タ
ン
島(

ア
メ
リ
カ
・
ア
ラ
ス
カ
州)

に
不
時
着

し
た
空
母
「
龍
驤
（
り
ゅ
う
じ
ょ
う
）

」
の
零
戦
（
操

縦
士
は
不
時
着
時
に
死
亡
）
が
ア
メ
リ
カ
の
手
に

渡
り
、
徹
底
的
に
調
査
が
行
わ
れ
、
零
戦
の
秘
密

が
暴
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
暴
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
後
の
戦
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
る
。

参
考

⚫
堀
越
二
郎
・
奥
宮
正
武
著
『
零
戦
』
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
、
一
九
九
七
年
、
三
一
四

～
三
二
三
ペ
ー
ジ

⚫

『
零
戦
と
堀
越
二
郎
』
宝
島
社
、
二
〇
一
三
年
。

⚫

松
尾

裕
「
零
戦
と
各
務
原
」
（
平
成
二
七
年
度
第
三
回
講
演
）
濃
尾
・
各
務

原
地
名
文
化
研
究
会
（ 

h
t
tp

:
/
/n
o
uk
a
ku
k
en

.
jp
/
le
c
tu
re
/
l
ec

1
50
5
.h

t
m

l

）
二
〇
二
三
年
五
月
二
八
日
参
照
。

堀
越
二
郎
の
代
表
戦
闘
機

零
戦
が
ア
メ
リ
カ
の
手
中
に
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引
用

※

１
『
か
い
ほ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』A

u
t
um
n

v
ol
.
44

、
二
〇
一
〇
年
、
六
ペ
ー
ジ
。

※

２
『
零
戦
と
堀
越
二
郎
』
宝
島
社
、
二
〇
一
三
年
、
七
九
ペ
ー
ジ
。

参
考

『
零
戦
と
堀
越
二
郎
』
宝
島
社
、
二
〇
一
三
年
。

（角筈図書館所蔵）

一
九
三
九
年
、
堀
越
は
敵
機
へ
の
迎
撃
を
目
的

と
し
た
戦
闘
機
の
十
四
局
地
戦
闘
機
「
雷
電
（
ら
い

で
ん
）

」
と
の
ち
に
開
発
中
断
と
な
っ
た
十
七
試
艦

上
戦
闘
機
「
烈
風
（
れ
っ
ぷ
う
）

」
の
設
計
主
任
を
任

さ
れ
た
。
同
時
に
零
戦
の
改
良
も
行
い
続
け
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
間
の
一
九
四
四
年
一
二
月
、

身
体
を
酷
使
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
た
た
り
半
年

間
の
静
養
を
言
い
渡
さ
れ
、
一
時
的
に
設
計
か
ら

退
く
。

さ
ら
に
同
年
（
一
九
四
四
年
）
の
東
南
海
地
震

とB
2
9

爆
撃
機
に
よ
る
空
襲
で
痛
手
を
負
っ
た
三
菱

は
そ
の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
た
。

戦
後
、
堀
越
は
奥
宮
正
武
と
と
も
に
執
筆
し
た

『
零
戦
』
を
刊
行
し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。

そ
の
後
、
三
菱
の
重
役
を
歴
任
し
た
の
ち
退
職
、

東
京
大
学
講
師
、
防
衛
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
る
。

一
九
五
七
年
、
戦
後
初
の
国
産
旅
客
機
で
あ
る

Y
S
1
1

の
設
計
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
と
し
て
携
わ
る
。

Y
S
11

に
つ
い
て
、
「
従
来
の
中
・
小
型
機
と
比
べ

て
高
い
巡
航
性
能
と
航
続
性
能
を
備
え
て
い
た
」※

１

と
い
う
長
所
が
認
め
ら
れ
た
が
、
「
設
計
に
軍
用

機
の
影
響
が
強
く
残
っ
た
こ
と
か
ら
、
旅
客
機
と

し
て
の
居
住
性
や
経
済
性
に
問
題
が
あ
っ
た
」※

２

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

堀
越
二
郎
は
一
九
八
二
年
一
月
に
亡
く
な
っ
た
。

七
八
歳
だ
っ
た
。
没
後
、
二
〇
一
三
年
に
公
開
さ
れ

た
宮
崎
駿
監
督
に
よ
る
ジ
ブ
リ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作

品
『
風
立
ち
ぬ
』
の
モ
デ
ル
と
な
る
な
ど
、
今
な
お

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
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中
島
飛
行
機
は
軍
用
機
製
造
メ
ー
カ
ー
。
零
戦
の

機
体
は
三
菱
重
工
、
エ
ン
ジ
ン
は
中
島
飛
行
機
の
も

の
を
使
用
し
て
い
た
。
戦
時
中
、
零
戦
の
製
造
が
三

菱
重
工
に
か
わ
り
中
島
飛
行
機
が
主
力
と
な
っ
て
い

た
こ
と
で
、
九
回
の
爆
撃
に
遭
い
壊
滅
状
態
と
な
っ

た
。
戦
後
、
敗
戦
に
よ
り
航
空
機
生
産
が
禁
止
と
な

り
、
中
島
飛
行
機
は
解
体
さ
れ
た
。
現
在
の
ス
バ
ル

で
あ
る
富
士
重
工
や
プ
リ
ン
ス
自
動
車
な
ど
、
一
二

社
に
分
割
さ
れ
た
。

画
像
引
用

⚫

『
各
務
原
今
昔
史
』
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（h

t
t
p
s
:/

/
d
l
.n
d
l.
g
o.
j
p/
j
a/
p
id
/
92
18
1
6
/1
/
34

）
二
〇
二
三
年
六
月
四
日
参
照
。

参
考

⚫

岐
阜
か
か
み
が
は
ら
宇
宙
航
空
博
物
館
（h

t
t
p
:
/
/
ww

w
.s

o
ra

ha
k
u
.n

e
t/

）

二
〇
二
三
年
六
月
二
二
日
参
照
。
編
集
し
て
掲
載
。

陸
軍
航
空
の
拠
点
と
な
っ
て
い

た
陸
軍
各
務
原
飛
行
場
。
三
菱
の

社
内
飛
行
試
験
場
が
あ
る
岐
阜
県

各
務
原
飛
行
場
ま
で
は
機
体
の
損

傷
を
防
ぐ
た
め
に
牛
車
で
運
ば
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
陸
軍

各
務
原
飛
行
場
の
周
辺
に
は
、
軍

事
施
設
や
軍
需
工
場
な
ど
飛
行
関

連
施
設
が
集
中
し
て
い
た
た
め
、

戦
時
中
の
標
的
と
な
り
被
災
し
た
。

陸
軍
各
務
原
（
か
か
み
が
は
ら
）

飛
行
場

岐
阜
県
各
務
原
（
か
か
み
が
は
ら
）

市
に
あ
る
日
本

を
代
表
す
る
航
空
宇
宙
博
物
館
の
ひ
と
つ
。N

A
S
A

（
米
国
航
空
宇
宙
局
）
な
ど
国
際
宇
宙
施
設
と
の

交
流
を
行
っ
て
い
る
。

岐
阜
か
か
み
が
は
ら
宇
宙
航
空
博
物
館
に
は
、

自
衛
隊
機
や
航
空
機
な
ど
を
収
蔵
し
て
お
り
、
そ

の
な
か
に
は
、
「
零
戦
」
の
初
号
機
、
初
の
有
人

動
力
飛
行
に
成
功
し
、
世
界
航
空
史
の
出
発
点
と

な
っ
た
ラ
イ
ト
兄
弟
の
「
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
ヤ
ー
」

の
実
物
大
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

各
務
原
市
に
は
戦
争
遺
跡
と
し
て
、
現
在
も
一
部
が

残
さ
れ
て
い
る
。

三
菱
重
工
と
競
争
し
て
い
た
中
島
飛
行
機

岐
阜
か
か
み
が
は
ら
宇
宙
航
空
博
物
館

岐
阜
か
か
み
が
は
ら
宇
宙
航
空
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:/

/
ww

w
.s

o
ra

h
ak

u
.n

et
/

）
二
〇
二
三
年
六
月

二
二
日
参
照
。
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藤
岡
市
デ
ジ
タ
ル
博
物
館

愛
知
県
名
古
屋
市
に
あ
る
三
菱
重
工
業
の
展
示

施
設
。
大
正
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
・
昭
和
二

〇
年
代
ま
で
を
対
象
と
し
た
展
示
物
や
パ
ネ
ル
、

「
零
式
艦
上
戦
闘
機(

零
戦)

」
を
、
実
際
に
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

•

見
学
料
は
無
料

•

各
見
学
枠
三
〇
名
の
二
時
間
完
全
入
替
制

•

高
校
生
以
上
を
対
象(

大
人
が
同
伴
で
も
高
校

生
未
満
は
不
可)

•

開
館
日
は
水
・
木
・
金
曜
日

•

完
全
予
約
制
、
身
分
証
明
書
の
提
示
が
必
要
。

参
考三

菱
重
工
業
「
大
江
時
計
台
航
空
史
料
室
」
（h

t
t
p
s
:
/
/w

ww
.
m
hi

.
co

m
/j

p
/c

o
m
p
a
n
y/
a
bo
u
tm
h
i/
m
us
e
um
/n
a
g
oy
a

）
二
〇
二
三
年
五
月
二
八
日
参
照
。

群
馬
県
藤
岡
市
が
、
市
の
歴
史
資
料
を
無
料
で

提
供
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
。

堀
越
二
郎
の
写
真
や
零
戦
の
後
継
機
と
し
て
期

待
さ
れ
終
戦
を
迎
え
た
日
本
最
後
の
艦
上
戦
闘
機

「
烈
風
（
れ
っ
ぷ
う
）
」
の
設
計
図
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ほ
か
に
、
岐
阜
か
か
み
が
は
ら

航
空
宇
宙
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
実
物
大
模

型
「
十
二
試
艦
上
戦
闘
機
」
の
パ
ノ
ラ
マ
画
像
が

あ
る
。
こ
ち
ら
は
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
機

体
の
細
部
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
説
明
が
付
属

さ
れ
て
い
る
。

参
考
文
献

⚫

『
零
戦
と
堀
越
二
郎
』
宝
島
社
、
二
〇
一
三
、
七
八
ペ
ー
ジ
。

三
菱
重
工
業
「
大
江
時
計
台
航
空
史
料
室
」

藤
岡
市
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
（h

t
t
p
s
:/
/
ad
e
ac
.
jp
/
fu
j
io
k

a
-
c
it
y
/t
o
p/

）
二
〇
二
三
年
五
月
二
八
日
参
照
。

三
菱
重
工
業
「
大
江
時
計
台
航
空
史
料
室
」
（h

t
t
p
s
:
/

/
w
w
w.
m
hi
.
co
m
/j
p
/c
o
mp
a
ny
/a
b
o
ut
m
hi
/
mu
s
eu
m
/n
a
g

o
y
a

）
二
〇
二
三
年
五
月
二
八
日
参
照
。
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愛
媛
県
八
幡
浜
（
や
わ
た
は
ま
）

市
に
生
ま
れ
る
。

自
ら
考
え
た
「
忠
八
凧
」
が
有
名
と
な
り
、
学
資
を

得
て
い
た
。

二
宮
忠
八

（
一
八
六
六
年
～
一
九
三
六
年
）

に
の
み
や
ち
ゅ
う
は
ち

看
護
卒
と
し
て
陸
軍
従
軍
中
に
、
カ
ラ
ス
の
飛
ぶ

姿
か
ら
飛
行
の
原
理
を
発
見
す
る
。
そ
の
二
年
後
の

一
八
九
一
年
四
月
二
九
日
、
世
界
初
「
カ
ラ
ス
型
模

型
飛
行
器
（
忠
八
に
よ
る
命
名
が
「
飛
行
器
」
）

」
が
一
〇

メ
ー
ト
ル
の
飛
行
に
成
功
す
る
。
さ
ら
に
、
有
人
飛

行
の
「
玉
虫
型
模
型
飛
行
器
」
を
製
作
す
る
。
研
究

開
発
資
金
を
稼
ぐ
た
め
、
大
日
本
製
薬
株
式
会
社
に

入
社
す
る
。
資
金
集
め
を
し
て
い
る
間
に
、
ラ
イ
ト

兄
弟
の
有
人
飛
行
実
験
成
功
の
情
報
を
聞
き
、
製
作

を
断
念
す
る
。

飛
行
機
の
時
代
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り

飛
行
機
に
よ
る
犠
牲
者
が
増
え
た
こ
と
を
悼
み
、
一

九
一
五
年
、
自
宅
が
あ
る
京
都
府
八
幡
市
の
敷
地
内

に
飛
行
神
社
を
創
建
し
た
。

新
宿
区
に
は
、
日
本
初
の
国
産
飛
行
機
「
日
野
式
一
号

機
」
を
製
作
し
た
林
田
商
会
（
日
本
醸
造
機
械
株
式
会

社
）
が
あ
っ
た
。
「
日
野
式
一
号
機
」
は
「
一
層
式
で
翼

長
八
メ
ー
ト
ル
、
全
長
三
メ
ー
ト
ル
、
発
動
機
は
二
衡
程

空
冷
式
八
馬
力
を
搭
載
し
て
い
た
」
。※

２

戸
山
ヶ
原
で
は

そ
の
飛
行
機
の
試
験
飛
行
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

現
在
、
会
社
跡
地
に
は
新
宿
区
の
碑
文
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。

東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
「
江
戸
川
橋
」
駅
か
ら
徒
歩
五
分
。

国
産
飛
行
機
発
祥
の
地
（
新
宿
）

画
像
出
典

※

１
中
正
夫
著
『
航
空
日
本
翼
の
勝
利
』
偕
成
社
、
一
九
四
二
年
、
二
七
ペ
ー
ジ
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
（h

ttp
s:/

/dl
.nd

l.g
o.j

p/p
id/

116
956

2/1
/21

）
二
〇
二
三
年
六
月
二
二
日
参
照
。

引
用

※
２
新
宿
区
「
国
産
飛
行
機
発
祥
の
地
」
碑
文
よ
り
一
部

参
考

⚫

京
都
府
八
幡
市
「YA

WAT
A 

ST
ORY

05

解
説
編3

つ
の
川
」
（ht

tps
://

www
.ci

ty.
yaw

ata
.ky

oto
.jp

/y
a
wat

a-s
tor

y/s
tor

y/d
eta

il0
5.h

tml

）
二
〇
二
三
年
五
月
二
六
日
参
照
。

⚫

愛
媛
県
八
幡
浜
市
「
二
宮
忠
八
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本の紹介

一般書…20～24ページ

児童書…25～27ページ
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方

③出版社
④著者名
⑤出版年
⑥資料の概要

①資料のタイトル
②請求番号（資料の背表紙に記載されている番号）

① ②

③ ④ ⑤

⑥
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航空戦史 391 ｺ

イカロス出版 古峰 文三／著 2020年02月

ノモンハン航空戦、日本本土防空戦、バトル・オブ・ブリテ
ン…。第一次大戦〜第二次大戦期における注目すべき航空戦
を検証。「なぜその結果に至ったのか」を丁寧な資料精査を
基に解説。『歴史群像』掲載に書き下ろしを追加。
【資料番号】0560167974

風の帰る場所 続
778 ﾐ
2

ロッキング・オン 宮崎 駿／著 2013年11月

映画監督・宮崎駿のインタビュー集。「崖の上のポニョ」か
ら「風立ちぬ」まで、スタジオジブリ作品と変わりゆく時代、
そして自分自身を語った4本と、ナウシカ以前の作品を語っ
た2本を収録する。『CUT』掲載ほかを書籍化。
【資料番号】0550336498

航空自衛隊「装備」のすべて 398 ｱ

SBクリエイティブ 赤塚 聡／著 2017年05月

「槍の穂先」として防空任務に就く航空自衛隊の、様々な最
新装備を解説。重要な航空機や防空関連の装備、導入予定の
航空機のほか、さまざまな飛行部隊の概要やその歴史なども
取り上げる。
【資料番号】0501581628

空中衝突 398 ﾊ

光人社 服部 省吾／著 1994年12月

戦闘機に青春を賭けた空の男の一瞬の錯誤-空中激突、墜落、
脱出、落下傘降下、漂流…生還までの息づまる瞬間をダイナ
ミックに描写した、空戦ドキュメント。
【資料番号】0500799852

航空機透視図百科図鑑 538 ﾅ

原書房
ドナルド・ナイ
ボール／著

2018年09月

機密扱いにされていた第二次大戦期の航空機の詳細な断面図
や設計図面、各兵装の外形や威力などの詳細を描いたポス
ター、図版を大判のフルカラーで収録した図録集。英国情報
機関のために働いた画家の体験談も収録。
【資料番号】0560111241

風立ちぬ／ルウベンスの偽画
BB 

J36 ﾎﾘ

講談社 堀 辰雄／[著] 2011年12月

【資料番号】0550162121

航空機の飛行制御の実際 538 ｶ

森北出版 片柳 亮二／著 2011年04月

フライ・バイ・ワイヤの長所と短所から、安全性vs.操作性
を考慮した設計例まで、航空機に実際に適用されている飛行
制御について、豊富な事例で解説。飛行制御の発展の歴史も
概観する。
【資料番号】0550133950

ザ・ヒストリー航空機大百科 538 ｴ

ニュートンプレス
アンソニー・エバ

ンス／著
2020年09月

あらゆるタイプの飛行船や航空機などを完全網羅。詳細な年
表と豊富な写真で航空機の歴史を伝えるとともに、航空史に
名を残す数々の名機をデータとともに紹介。名パイロットや
航空界に貢献した偉人たちの一覧も掲載する。
【資料番号】0560207349

一般書
いっぱんしょ
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ツウになる!V-22オスプレイ完全教本 538 ｱ

秀和システム 青木 謙知／著 2019年03月

ティルトローターと呼ぶ飛行方式を用いた、世界初の実用航
空機「V-22オスプレイ」。その開発経緯からメカニズム、運
用と配備状況、主要な事故までを徹底解説する。V-280&V-
247の情報、チェックテストも掲載。
【資料番号】0560171915

図説世界史を変えた50の機械 530 ｼ

原書房
エリック・シャリー

ン／著
2013年09月

電球、自動車、パソコン、電話機、ウォークマン…。過去
200年にわたり、人類の進歩に大きく貢献し、生活様式に劇
的な変化をあたえてきた50の機械の興味深い物語を、豊富な
図版とともに紹介する。
【資料番号】0550321710

戦争の教科書 391 ﾏ

ゴマブックス 松島 悠佐／著 2006年01月

今日も世界のどこかで、戦争が行われている-。なぜ戦争は
なくならないのか? なぜ軍隊は必要なのか? 戦後60年を迎え
た「戦争を知らない子どもたち」の国で、今、その本質を考
える。
【資料番号】0501406778

最後の戦闘機紫電改 538 ｲ

光人社 碇 義朗／著 1994年01月

昭和20年2月16日朝が、その初陣だった。不屈のエンジニア
魂が生んだ戦勢挽回の切り札、全海軍の期待を担った名戦闘
機「紫電改」。わずか400機そこそこ、活躍期間も半年だっ
た名機とそれに関わった人々の勇気の記録。
【資料番号】0500751941

ツェッペリン飛行船 538 ﾂ

中央公論社 柘植 久慶／著 1998年01月

揺籃期の空の輸送手段において王者として君臨した飛行船。
商業、軍用などに使われ、ツェッペリン号に代表される輝か
しい時代から、終幕を迎えたヒンデンブルク号の爆発まで、
その歴史を250枚の写真と共にたどる。
【資料番号】0500959788

闘う零戦 397 ﾜ

文藝春秋 渡辺 洋二／編著 2013年06月

パールハーバーに、ラバウルに、沖縄に…。祖国の命運を
担って戦った名戦闘機・零戦の栄光と落日。武装、塗装、撃
墜マーク、整備、訓練、隊員の日常生活などの写真で、零戦
の戦いの歩みをたどる。
【資料番号】0550285596

ドローン情報戦 396 ｳﾞ

原書房
ブレット・ヴェリ
コヴィッチ／著

ほか
2018年11月

イスラム系テロ組織へのリアルな討伐作戦、アメリカの諜報
組織の内幕、ドローン兵器ならではの特殊性…。ドローン戦
の世界的名手と、ピュリッツァー賞ジャーナリストが、もっ
ともリアルな戦場と心情を余すところなく描く。
【資料番号】0560184076

日本の飛行艇 538 ﾉ

光人社 野原 茂／著 2007年10月

めざましい発達を遂げ、長距離洋上哨戒任務を可能にした超
大型機の変遷とメカニズムを徹底研究。膨大な資料、写真、
図面、データによりその実力を明らかにする。カラー口絵、
精密四面図、詳細解剖図入り。
【資料番号】0501485531

中島飛行機の終戦 538 ﾆ

新葉館出版 西 まさる／著 2015年03月

実戦で使用可能だった木製戦闘機を納品しなかった理由、最
新鋭軍用機を造った男たちの終戦…。飛行機製作会社・中島
飛行機の昭和18〜23年の業務日誌「中島ノート」をもとに、
戦中戦後の中島飛行機と富士産業の真実を描く。
【資料番号】0550408907

飛行機の誕生と空気力学の形成 538 ﾊ

東京大学出版会 橋本 毅彦／著 2012年09月

主にイギリスの研究者の業績を中心に、1910年代から30年代
までの空気力学の歴史を追うことで、政府の支援下で進めら
れた航空機の性能改善のための研究開発活動を明らかにする。
戦前日本における空気力学研究にも言及。
【資料番号】0550237305



22

見えない世界戦争 391 ｷ

新潮社 木村 正人／著 2014年10月

今や戦場と化しているサイバー空間。スノーデン事件、ウィ
キリークスをはじめ、肥大化する中国のサイバー活動の脅威、
諸外国と日本の対応など、国際情勢を裏で揺さぶる「情報の
戦争」の実態をレポートする。
【資料番号】0550371890

飛行機の誕生と空気力学の形成 538 ﾊ

東京大学出版会 橋本 毅彦／著 2012年09月

主にイギリスの研究者の業績を中心に、1910年代から30年代
までの空気力学の歴史を追うことで、政府の支援下で進めら
れた航空機の性能改善のための研究開発活動を明らかにする。
戦前日本における空気力学研究にも言及。
【資料番号】0550237305

飛行機101の謎 538 ﾋ

河出書房新社 白鳥 敬／監修 2009年08月

世界で一番売れている定員100人以上のジェット旅客機は? 
パイロットの帽子にはなぜ「つば」がついてる? 開発中の新
型機から操縦、空港施設、上手な航空会社利用法まで、飛行
機に関する101の謎を解く。
【資料番号】0550018938

飛行機の操縦 538 ｻ

PHP研究所 坂井 優基／著 2010年08月

空港に到着してから飛行機に搭乗し、目的地に到着するまで、
パイロットは何を考え、行動しているのか? 離陸、巡航、着
陸を系統的に詳述。乗客や乗員の命を守り、失敗しないため
の様々なノウハウはビジネスの現場でも役立つ。
【資料番号】0550082453

ミッドウェー海戦（第1部・第2部） 391 ﾓ

新潮社 森 史朗／著 2012年05月

山本五十六のハワイ攻略構想に繫がる次期作戦が決まった。
だが、米機動部隊を誘い出し撃滅するはずの作戦が、東京初
空襲により変質していく…。ミッドウェー海戦で何が起こっ
たのかを検証し、日本型組織の構造的欠陥を抉る。
【資料番号】0550227231（第1部）

甦る零戦 538 ｽ

新潮社 春原 剛／著 2009年09月

日米同盟の呪縛により混迷を続ける日本の防衛戦略。次期主
力戦闘機選定を巡り日米の鍔迫り合いが水面下で激化する中、
一方で国内自主開発プロジェクトが胎動していた。「見果て
ぬ夢」の実現は可能なのか? 日米の暗躍を描く。
【資料番号】0550025510

空とアメリカ文学 930 ｲ

彩流社 石原 剛／編著 2019年09月

エドガー・アラン・ポーの気球小説、マーク・トウェインの
空や宇宙をめぐるファンタジー、サン=テグジュペリの飛行
文学…。航空大国アメリカで、空や飛行をめぐる文学的想像
力がいかに展開してきたのかを探る。
【資料番号】0560150223

最終飛行 J36 ｻﾄ

文藝春秋 佐藤 賢一／著 2021年05月

「星の王子さま」の作者、サン=テグジュペリは作家であり、
飛行士だった。ナチス占領下、武器を積まず、自分が傷つけ
られる危険だけを背負いながら飛ぶ偵察飛行を繰り返すが-。
『オール讀物』連載に加筆修正。
【資料番号】0560240661

零式艦上戦闘機 538 ｼ

新潮社 清水 政彦／著 2009年08月

零戦と米軍機の勝敗を分けたのは、性能ではなく運用だった。
初期の栄光から本土防空戦までの推移を追いながら、飛行性
能だけでなく編隊・戦術などの用兵面を検証し、全く新しい
零戦像を提示する。
【資料番号】0550017857

プロが教える飛行機のすべてがわかる本 538 ﾌﾟ

ナツメ社 鈴木 真二／監修 2009年02月

飛行機ができるまで、飛行の原理、飛行機のしくみ、さまざ
まな航空機、実際のフライトとその周辺などを、飛行機に関
わるプロたちが「空のナビゲーター」として案内。豊富な写
真と図版で航空のすべてをビジュアルに解説する。
【資料番号】0501563396
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航空トリビア読本 日本陸海軍機編 538 ﾐ

大日本絵画 宮永 忠将／著 2021年04月

飛行機模型雑誌『隔月刊スケールアヴィエーション』の欄外
に書かれていた航空トリビアを書籍化。太平洋戦争を中心に
使われた日本陸海軍機に関する雑学を集め、「飛行機の面白
さや魅力」をイラストとともにたっぷり紹介する。
【資料番号】0560330719

最強に面白い!!飛行機 538 ｻ

ニュートンプレス 2021年08月

数百トンもの機体がなぜ飛べる? ライト兄弟の挑戦から、
ジェット旅客機、最新鋭戦闘機まで、飛行機のテクノロジー
を豊富なイラストとともに楽しく解説する。コラムや4コマ
漫画も収録。
【資料番号】0560329384

名機100選航空模型百科全書 507 ﾒ

ホビージャパン 2023年04月

ライト・フライヤー号、ユンカースF.13、零戦、ボーイング
747…。初の有人動力飛行が成功した1903年から現在まで、
120年の航空史を彩ってきた各時代の航空機を模型で紹介す
る。
【資料番号】0560330652

サン=テグジュペリの世界 950 ﾑ

講談社 武藤 剛史／著 2022年03月

<目に見えないたいせつなこと>とは何か。文明の復興と人間
の復活のために、子ども時代の世界のヴィジョンを練り上げ
た作家サン=テグジュペリの波乱の生涯をたどり、彼の苦悩
に寄り添い深い思索の跡に光を当てる評伝。
【資料番号】0560279365

航空機ビジュアル図鑑 538 ｽ

イカロス出版
ザック・スコット

／著
2021年01月

大昔の鳥人間から、リリエンタール、ライト兄弟を経て、超
音速戦闘機やジャンボ旅客機、計画されている未来機までス
ポットを当てた、航空機の歴史書。飛行原理についても詳し
く解説する。
【資料番号】0560330660

零戦と堀越二郎 538 ｾﾞ

宝島社 2013年07月

無敵零戦神話がいま、蘇る! 零戦の誕生と戦いをはじめ、零
戦の設計者である堀越二郎の生涯と航空機、太平洋戦争での
零戦の栄光と悲哀、搭乗員たちの生涯などを写真を交えて紹
介。元・零戦搭乗員へのインタビューも収録。
【資料番号】0560330968

二宮忠八・伝 J36 ﾆﾉ

KTC中央出版 生駒 忠一郎／著 2002年11月

ライト兄弟より十二年も早く、カラスの飛ぶ姿にヒントを得
て、模型飛行機を作り、飛行を成功させていた隠れた英雄。
知られざる世界航空史の主人公、二宮忠八の人生に迫る。
【資料番号】0560330850

世界を変えた100の手紙 上・下
204 ｿ
1・2

原書房
コリン・ソルター／

著
2023年01月

歴史のターニングポイントとなったメモから世界的スキャン
ダルとなったメールまで、衝撃的な手紙を年代順に収録。
【資料番号】0560330213（上）

0560330221（下）

零戦の遺産 新装版
BB

538 ﾎ

光人社 堀越 二郎／著 2003年02月

【資料番号】0560330588

坂井三郎「大空のサムライ」と零戦の真実 391 ｻ

潮書房光人新社 「丸」編集部／編 2023年01月

名機ゼロ戦の伝説のエース、坂井三郎。その空戦術を記した
「私が会得した空戦必勝法」のほか、メモリアルフォト、最
後のインタビュー、零戦の主要戦跡&著名搭乗員たちの参加
戦域マップなどを収録。
【資料番号】0560330320
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戦闘機のしくみ 538 ｸ

新星出版社
黒沢 哲哉／著

ほか
2008年10月

零戦から最新戦闘機まで、戦闘機のすべてをオールカラーの
イラストと写真で徹底図解。戦闘機の歴史、軍用機の種類、
内部構造や搭載装備、操縦などマニアックな情報が満載。
【資料番号】0560331741

図解戦闘機 538 ｶ

新紀元社 河野 嘉之／著 2009年09月

戦闘機とはどんな飛行機か? 発達の歴史は? どんな能力があ
るのか? 機体各部の呼び方は? そんな基本的な戦闘機の知識
を、入門者にとって分かりやすいよう図を交えて紹介する。
戦闘機メーカーの変遷表付き。
【資料番号】0560332691

零戦
BB

538 ﾎ

角川書店 堀越 二郎／[著] 2012年12月

世界の航空史に残る名機・零戦の主任設計者が、当時の記録
を元にアイデアから完成までの過程を克明に綴った貴重な技
術開発成功の記録。日本の卓越した技術の伝統と技術者魂を
見直す。
【資料番号】0560331776

飛行機の操縦 538 ｻ

PHP研究所 坂井 優基／著 2010年08月

空港に到着してから飛行機に搭乗し、目的地に到着するまで、
パイロットは何を考え、行動しているのか? 離陸、巡航、着
陸を系統的に詳述。乗客や乗員の命を守り、失敗しないため
の様々なノウハウはビジネスの現場でも役立つ。
【資料番号】0550082453

空戦に青春を賭けた男たち
BB 
J6 ﾉ

潮書房光人新社
野村 了介／ほか

著
2018年10月

太平洋戦争劈頭の零戦の戦いから、栗田艦隊上空のF6F撃墜、
本土上空のB29邀撃戦にいたるまで。太平洋戦争の非情なる
大空の戦いに勝ち、生還を果たした搭乗員たちが、生死紙一
重の体験を語る。
【資料番号】0560332011

風立ちぬ 726 ﾐ

大日本絵画 宮崎 駿／著 2015年11月

宮崎駿監督最後の長編アニメーション映画「風立ちぬ」の原
作カラー漫画を単行本化。各話の間にはコラムを掲載するほ
か、模型で見る「風立ちぬ」の世界、八試特偵物語、宮崎駿
の航空雑学画帳など付録も充実。
【資料番号】0560331784
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児童書

風立ちぬ
M 726 
ﾄ 33

徳間書店
宮崎 駿／原作・

脚本・監督
2013年08月

「美しい飛行機を作りたい」という、少年時代からの夢を
追った堀越二郎の物語を、薄幸の美少女・菜穂子とのせつな
い恋をおりまぜながら描くアニメ絵本。
【資料番号】0550296815

世界がおどろいた!のりものテクノロジー [2] 536 ｼﾞ

ほるぷ出版
トム・ジャクソン／

文
2016年02月

移動や、ものを運ぶ手段として昔から使われてきた「のりも
の」。空の旅を身近にした「航空機」を取り上げ、その技術
の進化や動くしくみを、写真や図、年表を用いてわかりやす
く説明する。
【資料番号】0550462169

21世紀版少年少女日本文学館 7
918 ﾆ
7

講談社
室生 犀星／著

ほか
2009年02月

複雑な家庭に育った少年時代をもとにした室生犀星の自伝的
小説「幼年時代」。ほかに、佐藤春夫の「西班牙犬の家」、
堀辰雄の代表作「風立ちぬ」など全6編を収録。読みやすい
総ルビ、豊富な用語解説付き。
【資料番号】0550188038

飛行機のしくみ 538 ｼ

誠文堂新光社 白鳥 敬／著 2013年02月

大型ジェット機、プロペラ機、グライダーをはじめ、さまざ
まな種類の飛行機を写真とともに紹介。さらに、飛行機の構
造やエンジンのしくみ、機長の仕事、安全のためのルールな
どをわかりやすく説明します。
【資料番号】0550267104

飛行機の大研究 538 ﾋ

PHP研究所
ヒサ クニヒコ／

著
2004年02月

ライト兄弟の初飛行からはじまった飛行機が、100年でどう
変わってきたか。世界大戦と飛行機、身近な飛行機、これか
らの飛行機ほか、最新情報も盛り込み飛行機の歴史を探るノ
ンフィクション。
【資料番号】0501310887

飛行機・船 538 ﾉ

学研 2007年02月

空をかける飛行機、海をすすむ船が大集合! 旅客機、貨物機、
救難飛行艇、クルーズ客船、フェリー、水上バスなどを迫力
ある写真で紹介する。特別ジャンボとじこみ「最新エアバス
A380大解剖」も収録。
【資料番号】0501452331

飛びたかった人たち 538 ｻ

福音館書店 佐々木 マキ／作 1994年05月

むかし、むかし、鳥の羽根を植えた翼や細工をしたマントな
どを身につけて、高い所から飛ぼうとした人たちがいた。そ
れから科学的な飛行の研究へ。ダ・ビンチ、ケイリー、ライ
ト兄弟など空を飛ぼうとした人たちの記録。
【資料番号】0500768964

空をとぶ飛行機 538 ﾉ

成美堂出版 高橋 慎一／監修 1999年06月

500人もの人を運ぶ旅客機からスペースシャトルに到るまで、
70種類以上の空を飛ぶ乗り物のほか、飛行機の図解や整備工
場、スカイスポーツなど空に関係のあるものを写真で紹介す
る。
【資料番号】0501369610

じどうしょ
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ライト兄弟 289 ﾗ

偕成社
ラッセル・フリー

ドマン／著
1993年10月

90年前、人類初の動力飛行機を作り、大空に飛び立ったライ
ト兄弟。その知られざる努力と苦闘の生涯を描き、熱い感動
をよぶ決定版伝記。ライト兄弟自身が撮影したオリジナル写
真90枚を収録。
【資料番号】0500735606

ライト兄弟 289 ﾗ

ポプラ社 早野 美智代／文 1998年07月

空を飛びたいというのは、昔からの人間の夢でした。人類は
じめての動力つき飛行機を作ったのは、ライト家の仲良し兄
弟、ウィルバーとオービルでした。強く願えば、きっとかな
う…。夢をかなえた兄弟のすがたを見てみましょう。
【資料番号】0501229300

ライト兄弟 M 289 ｼ

小学館 鈴木 真二／監修 2008年07月

「人類が空を飛ぶことは科学的に不可能」と科学者たちが
語っていた時代に、動力飛行機を完成させたライト兄弟。彼
らが実験を重ね、数々の失敗を乗り越えながら成功するまで
の道のりをまんがでたどる。
【資料番号】0501542900

もうひとりの偉人伝 280 ﾏ

幻冬舎 真山 知幸／著ほか 2019年09月

偉人たちはみな、人生を逆転させる“きせきの出会い”に恵
まれていた。織田信長の教育係・平手政秀、坂本龍馬をヒー
ローに育てた姉・乙女など、教科書で語られない「もうひと
りの偉人」と呼ぶべき人たちを紹介する。
【資料番号】0560198440

飛行士と星の王子さま L 289 ｻ

徳間書店
ピーター・シス／

文・絵
2015年08月

若くして飛行士になったアントワーヌは、郵便を運ぶ飛行機
を操縦し、地上の人々のくらしを見つめ、さまざまな作品を
著した…。「星の王子さま」の作者サン=テグジュペリの生
涯を、美しく繊細なイラストで描いた絵本。
【資料番号】0550430984

ライト兄弟はなぜ飛べたのか 538 ﾄ

さ・え・ら書房 土佐 幸子／著 2005年04月

空気よりも重たいものを飛ばすには、どのような発明が必要
だったのか。さまざまな種類の紙飛行機を作り、飛ばし、調
整しながら、ライト兄弟がどうして飛行に成功したか、その
ひみつをさぐる。
【資料番号】0501412814

よくわかる自衛隊 392 ﾖ

PHP研究所 志方 俊之／監修 2015年05月

自衛隊はどのような組織でどのような活動をしているのか。
自衛隊の役割、防衛方法、装備品や訓練内容などについて、
写真とイラストでわかりやすく解説する。
【資料番号】0550411941

ヒコーキ人生 538 ｻ

大日本図書 佐貫 亦男／著 1976年

【資料番号】0500930272
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世界の乗りもの大図鑑 536 ｷﾞ

河出書房新社
クライブ・ギフォー

ド／著
2017年07月

世界中の乗りもの、115テーマ、約900点を網羅した図鑑。犬
ぞりから宇宙船まで、人類がつくったすべての乗りものを
「陸」「水」「空」に分け、発明の瞬間から最新モデルまで
の歴史を紹介する。
【資料番号】0560322676

そらいろ男爵 E ｿ

主婦の友社 ジル・ボム／文 2015年08月

鳥が飛ぶ青い空と、読書をこよなく愛した男が、爆弾のかわ
りに投げたものは…。二頭身でちょびひげという、とぼけた
風貌のそらいろ男爵が、ユニークな方法で国と国との戦いを
やめさせたお話。
【資料番号】0550428054
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新宿区平和都市宣言

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。

私たちは、世界で唯一の核被爆国民として、自らも戦火を受けた都
市の住民として、戦争の惨禍を人々に訴えるとともに、永遠の平和を
築き、この緑の地球を、次の世代に引き継ぐ責務がある。

国際平和年にあたり、私たちは、人類の生存に深刻な脅威をもたら

す、すべての国の核兵器の廃絶を全世界に訴え、世界の恒久平和の実

現を心から希求し、ここに新宿区が、平和都市であることを宣言する。

昭和61年3月15日 新宿区

このパスファインダーは
再生紙を使用しています。

戸山図書館
〒162-0052 戸山2-11-101 2階
開館時間：
火曜日～金曜日 午前9時～午後7時
（児童室は午後6時まで）、
土曜日・日曜日・祝休日 午前9時～午後6時
休館日：
月曜日（祝休日の場合は翌日）、館内整理日
（第3木曜日）、年末年始、特別図書整理日
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